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奈良女子大学附属中等教育学校 研究紀要 第52集(2012年3.月)

2010年 度 「情報の科学 」の実践

田中 友佳子

1.は じめに

これまで5年 で実施 されてきた 「情報B(2単 位)」が、2010年 度の新カ リキュラム導入により、3・

4年 において 「情報の科学(各1単 位)」 として実施 されることとなった。3・4年 で教科情報が実施 さ

れることとなった背景には、4年 までに情報教育を完結させて5・6年 での学びの深化へ と接続 させる

ことが挙げられ る。本稿では、2010年 度3年 「情報の科学」の実践報告を行 うとともに、本校の情

報教育の在 り方を考察する。

2.「 情報の科学」の概要

2-1.学 習指導要領 と 「情報の科学」

学習指導要領の改訂により、高等学校の共通教科 「情報」は、「情報の科学」と 「社会 と情報」の2

種類の中から、各校の判断でどちらか1科 目を選択することとなった。本校はこれまで 「情報B」 を

選択 していたことから、新カ リキュラムにおいては 「情報の科学」を選択 した。学習指導要領におい

て 「情報の科学」の目標は、以下のとお りである([1])。

情報社会を支える情報技術の役割や影響を理解 させるとともに、情報 と情報技術を問題の発見 と解

決に効果的に活用す るための科学的な考え方 を習得 させ、情報社会の発展に主体的に寄与す る能力

と態度を育てる。

上記を踏まえて、本校の 「情報の科学」においても情報の科学的な理解や情報技術の発展について

生徒に考えさせ るとともに、情報が社会に及ぼす影響や情報モラル といった 「社会 と情報」に関わる

内容についても盛 り込む必要があるといえる。

2-2.旧 カリキュラムと 「情報の科学」

5年 で実施 されてきた 「情報B」 の内容を含みながら、3年 で解決できる課題設定を行った。これ

まで情報科で取 り組んできた実践を基盤 とし、新たに実践を試みる上で以下のような方針を掲げた。

・ 身近な題材や数学的な事象を取 り上げ、情報科学の根幹を考えさせ ること

・ 問題解決の方法を学ぶための教科の一つであること

・ 問題解決のための手段(道具)と して、コンピュータな どのテクノロジーを使 うこと

・ 膨大な情報の中か ら適切な情報を選択 し、活用することができること

・ グループ活動を取 り入れることで、仲間と討論 しながら問題解決 を図ること

5年 の情報Bで 行われてきた内容には、数学の授業で学んだ定理や性質を使って議論するものも含

まれている。 しかし3年 ではそれ らの定理や性質は学習 していないものがほとんどであ り、5年 での

実践をそのまま用いることは困難である。そこで、コンピュータを使わない情報教育(ア ンプラグ ド

コンピュータサイエンス)を 取 り入れることで、導入 を明確化することとした。また、「情報」はコン

ピュータの使い方 を学ぶ教科 とい う認識から脱却 し、コンピュータを思考の道具として活用すること

を目的 とした課題設定を目指 した。
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図1:指 導内容 の比較

図1は 、 旧カ リキュラムにおけ る 「情報B」 の内容 と、新カ リキュ ラムにお ける 「情報 の科学」 の

内容の比較 を表 してい る。5年 「情報B」 では表 計算 ソフ トを用い た統計 の学習内容 を含ん でい るが、

新カ リキュラムでは数 学科のカ リキュラムへ と移行 したた め、図1に は含 まれてい ない。新カ リキュ

ラムの3年 で はエデ ィタや表 計算 ソフ トな ど基本 的な ソフ トウェア を用い た問題解決 と、情報通信ネ

ッ トワー クの基礎 を、4年 で は数学的 なモデル化 とシ ミュ レー シ ョンな ど発 展的な内容 を扱 うことと

してい る ことが特徴 であ る。

3.年 間指導計画

年 間指導計画 を表1に 示す。

表1:年 間指導計画

章 内 容 授 業 形 態

1情 報 とは何 か 講 義

1期2ア ナ ログとディジタル(2進 数 など 講 義 ・演 習

3購 蘇 男 一作成と評価)蕪i騨
情報通信(デ ッドロック)講 義 ・演習

皿期4情 報通信(チ ェックディジット)講 義 ・演習

情報通信(ネ ットワークのしくみ)講 義 ・演習
5HTML講 義 ・演習

講義およびコンピュータを用いた演習を組み合わせて、授業を行った。1時 間単独で授業を行 う場

合 と、2時 間連続で行 う場合があった。そのときの課題の内容に応 じて判断 し、実施 した。

4.実 践の内容

年間指導計画に示 した内容の うち、特徴的な取 り組みについて報告する。

4-1.情 報とは何か

4-1-1.学 習内容

「情報」とい う言葉は身近にあふれ返ってお り、その意味についてはさまざまな解釈が されている。

「情報」とは何か、その概念をとらえるために 「情報量」を定義することから実践を試みた。その

ための導入 として次のような数あてゲームを行った。
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問題

Aさ んが1か ら8ま での整数の うち、好きな数を一つ思い浮かべる。Bさ んが何回か質問をし、

Aさ んが思い浮かべた数をあてる。Aさ んはBさ んからの質問に対 して 「はい」「いいえ」でし

か答えることができない。

Bさ んは少なくとも何回の質問で、Aさ んが思い浮かべた数をあてることができるだろ うか?

Bさ んの質問の例 としては 「偶数ですか?」 「7ですか?」 「5以上の数ですか?」 などが挙げら

れる。生徒たちは、どのような場合でも効率よく数 をあてる方法を考え始める。そのためには、思

い浮かべた数の候補が半分に絞 られ る質問をしたほ うがよく、 「偶数ですか?」 「5以 上の数です

か?」 とい う質問が妥当であることに気づ く。そ して、一つの質問で思い浮かべた数の候補が半分

になることから、3回 の質問で答えにたどり着 く。

このように、あるデータ列の中から一つを区別するための概念を 「情報量」とい うことを伝え、情

報量の1生質の確認 を行 った。情報量は大きいほどあいまいで、逆に情報量が小さい と明確であるこ

とを示 している。さきほどのゲームの場合、はじめBさ んはどの数であるか特定することができず、

非常にあいまいな状態であるといえる。つま り、情報量が大きい とい うことになる。このあいまい

な状況から、明確な状況にする(ど の数であるかを特定する)た めに、必要なものが 「情報」であ

る。つま り、情報はあいまい さを解消す るためのものであるといえる。

情報量の考え方は、私たちを取 り巻 く情報化社会でも同じことである。インターネ ット上に掲載

されている情報は、人か ら人へ と伝播 されたものが多 く、すべての情報が最新でかつ正 しい とは限

らない。情報は劣化 してい くものであ り、とてもあいまいなものである。 このことか ら、インター

ネ ットなど膨大な情報が蓄積 された世界で生活 している私たちは、どの情報が正 しくて、 どの情報

が間違っているのかを判断 し行動することが求め られている。実践を行った当時はツイ ッターが流

行の兆 しを見せていた頃で、ツイ ッターで流れ る情報に人々がまどわされ、混乱をきたす事件がい

くつか起 こっていた。それ らを事例 として提示 し、問題の根底に何があるのかをグルーフ.ごとに討

議 させることも行った。

4-1-2.考 察

実際の情報量1は 、その事象が出現す る確率Pを 用いて1=-log2.Pと 表せる([2])。3年 では

確率や指数 ・対数関数の学習を終えてお らず、情報量の式を扱 うことはできなかった。情報量の概

念をとらえるとい う目的は達成できたと考えられるが、学習時期や数学科カ リキュラムとの整合性

は検討 していかなければな らない。

4-2.問 題解決

問題解決の一つの手法として 「KJ法」を取 り上げた。

4-2-1.学 習内容

KJ法 とは川喜多二郎氏が発案 した問題解決の手法であ り、グループで さまざまなアイディアを

出し合い、集約 していくことで問題を解決 していく。現状の改善や新製品の開発 といった場面で用

い られることが多い。今回は、4～5人 のグループに分かれ、本校の食堂の新メニューを考案すると

い う課題を、KJ法 を用いて解決することを試みた。新メニュー考案までの流れは、次の とお りで

ある。
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①現状把握(現 在の食堂メニューの問題点を挙げる)

②KJ法 を用いて新メニューの案を検討する

③新メニューをポスターにまとめる

④ポスターセ ッシ ョンを行 う

①お よび②を行 う際に、必要に応 じてWebで 新 メニューに関する調査などを行っている。いき

なりKJ法 を行 うと、さまざまなジャンルの料理が挙げられて しまい、意見を集約 しにくいためで

ある。また、ポスターは各グループが手書きで作成することとした。以下はKJ法 によるアイディ

アの集約お よびWebで の調査の様子である。
1一 トー 一よ

鮮'忌 卜r『 』 二二∠

、,・ ・.一 擾

,ド 軸

1馬
作成 したポス ター を用いて、各 クラスでポス ターセ ッシ ョンを行 った。話 し手 と聞 き手 に分 かれ 、

相互評価 を行 った。

!鳶■塵
　 ユ に キ 　 　　　　 　ゴ

F

.1・II・ ・1・ 肺 靹,.5置 暫 哨,

懸1鐙 射 き一 欝 論 讃

螢評 ＼li麟 鷺.
巳.!r■ ■

レ 』
`
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4-2-2.考 察

料理 のジャ ンル を一つ に絞 り、そ こか らアイデ ィア を出 し合 うとい う作 業は、 うま く機 能 したグ

ルー プ とそ うでない グループ に分 かれ た。写真右 のグル ープは、麺類 で新 メニ ュー を考案 している。

麺 の中か らき しめん に着 目し、そ こか らどの よ うな材料 を使 うかについて アイデ ィアを出 し合い 、

独創性 のあ るメニ ュー にな ってい る。今 回はメニ ューの考案 に とどまったが、 さ らにはコス トや売

り上 げな どのシ ミュ レー シ ョンを行 うことで、 グループの新 メニ ュー の よさを主張で きるよ うに し

たい。

4-3.情 報通信

情報通信ネ ッ トワー クにお ける、チ ェ ックデ ィジ ッ トに関す る実践 について以下 に示す。

4-3-1.学 習内容

手 品師 とその弟 子に よるマ ジ ックの種 明か しを通 して、チ ェ ックデ ィジ ッ トの しくみや特徴 を考

察す る([3])。

手 品師 とその弟子が、あるひ と りの客に対 しオセ ロ8枚 を使 ってマ ジ ックを行 う。 このマ ジ ック

のタネ 明か しに挑戦 しよ う。

(1)手 品師は 目隠 しをす る。

(2)一 人 の客がオセ ロ7枚 を 自由に並べ る。 ここで、 白と黒 をそれぞれ何枚ず つにす るか は客 の

自由であ る。

(3)弟 子 が、8枚 目のオセ ロを置 く。

(4)客 は、8枚 のオセ ロの うち1枚 を裏返 して もよい し、裏返 さな くて もよい。裏 返す場合 は1

枚 のみ。

(5)手 品師は、客がオセ ロを裏返 したかそ うでない かを当てる ことがで きる。

オセ ロの 白と黒が偶数個で あるか奇数個 であ るか を調べ るこ とで、種 明か しをす るこ とができる。

あ らか じめ手 品師 と弟 子が 「白も黒 も偶数個 とな るよ うに8枚 目のオセ ロを置 く」 とい うとりきめ

を してお けば、手 品師は必ず 、客がオセ ロを1枚 裏返 したか ど うか をあて るこ とができ る。例 えば、

客が並べ た7枚 のオセ ロが 「○●●●○●●」で あった とき、弟子 は 白も黒 も偶数個 となるよ うに

8枚 目のオセ ロを置 く。 す なわ ち弟子 は 「●」 を置 くこ とになるので、8枚 のオセ ロは 「○ ●●●

○●●●」 とい う並 びにな る。 ここで客が どれ か1枚 を裏返す と白も黒 も奇数個 とな り、裏返 さな

けれ ば偶数個 のままで ある。 よって手 品師は どの よ うなオセ ロの並び であって も、偶奇性 のみ で当

て るこ とができ る。 生徒 た ちはオセ ロの偶奇性 に気づ き、マ ジ ックの種 明か しを行い、そ の仕組み

につ いて検討す ることがで きた。 さらには、ネ ッ トワー クにお けるデ ー タの送受信の際 に、 チェ ッ

クデ ィジ ッ トを用 い るこ とで誤 りを防いでい ることを確認 した。

4-3-2.考 察

チ ェ ックデ ィジッ トが用い られ ている身 近な事象 として、ISBNコ ー ドがあ る。ISBNコ ー ドの

仕組み の解説 を行 い、その ほか の事例 につ いて も紹介 した。チ ェ ックデ ィジ ッ トの仕組み が分 かれ

ば、自分で新た なコー ドを作成す るこ とも可能 である。自らチ ェ ックデ ィジ ッ トを作成す るこ とで、

符号理論 な どさらに発 展 した学習へ とつ なが るだ ろ う。

4-4.HTML

HTMLの 基礎 を学び 、スキー行 事 に関す るWebペ ー ジの作成 を行 った。 スキー行事 の中で印象
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に残 ってい る事柄 と して、ス キー実習 ・レク リエー シ ョン ・宿舎 での生活 な どが挙 げ られ た。 それ

らの中か らテーマ を一つ選び、個人 でWebペ ー ジを作成す る。画像 を1枚 以上貼 り付 けるこ と、

友人 のペー ジに リンクを張 るこ とな どの条件 を設 けた。Webペ ージの作成 を通 して、情報発信 の方

法 と情報モ ラル の必要性 につい て考 える ことが 目的で ある。
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時 問,fj・'曲1コ"凸 ♂ 一 日 目L噸 現ゴ1'⊥'ぬ 量 竃 師'」1ら叱コq巴 摺 由'」-f'」」 ■よF再 げ 」τ 山 躍'、 晶 聖1=国 ち1炉 イー[甲骨圭 再 「「亙恒 な 黒 片 与 『・i」、」柳 り 輩'一≡昌 一∫'、、

⑤全体を振り返って
自 ド,'1の 、i}1-=7キ ー 噂・マ ユ{}」,「'暉{}と1「 コ引…七 τ}{}」=⊃r;5血1丁6.こhI、 且歴皇1↓ ・きう'厚 り㌔1一 の τ 曜 履 τ 」{」rう1^L.ゴ.=互 、葦ヒヨ11甲'C隔,一'遅 孟 リ テlrビ を 日.り,1し=骨F吐lj山 雪 吐卓 で肛9を 日,=},17Eヒ ㌦ 卜,1可藍=ヒ 炉 τ=}rこー ご く

左 雫..㌦ 音 稻rこ 琉 、 あいOIと'}ご'亜1乱.㌃.」 岬'Ir1・ 世. 一与・「}㍗'/・.切 ・」ド ・

上記は生徒の作品の一つである。HTMLの 技術的な知識以上に、生徒 自身がスキー行事を経てど

のように感 じたか、これか らどのような学校生活 を送 りたいかとい う内面にっいての記述が特徴的

であった。 自分の考えを発信する場 としてWebが 有効的であること、その際の情報モラルについ

て考えなければならないことを意識 させたい。

5.お わ りに

今回の実践では、情報科学の基本的な事柄について学習することが主 となった。ただ単に知識を一

方的に教えるのではなく、いかにしてその本質をとらえるかが重要である。そのためには今後も、教

材を検討 していかなければな らないだろ う。また、問題解決の方法や情報の基礎的な内容を用いて、

5年 コロキウムの課題 と向き合 うことが可能であると考えている。「情報の科学」では扱いきれなかっ

た内容について、コロキウムにおいて生徒が自らか ら問題意識が生まれ、課題を解決 してい くことを

期待 したい。

情報モラルに関しては、い くつかの単元の中で適宜説明するにとどまった。HRや 他教科の実践 と

も連携 し、進めていくことが必要 と考えられ る。

また、1・2年 の技術科 との連携についても課題 として残 されている。互いの教科カ リキュラムの整

合1生を図っていきたい。
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